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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年3月6日(2008.3.6)

【公開番号】特開2006-201543(P2006-201543A)
【公開日】平成18年8月3日(2006.8.3)
【年通号数】公開・登録公報2006-030
【出願番号】特願2005-13753(P2005-13753)
【国際特許分類】
   Ｇ０３Ｇ   9/087    (2006.01)
   Ｇ０３Ｇ   9/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３８４　
   Ｇ０３Ｇ   9/08    ３６１　

【手続補正書】
【提出日】平成20年1月17日(2008.1.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着色剤分散工程を含むトナーの製造方法であって、該着色剤分散工程が、複数の突起を
突起間にスリットが生じるようにして環状に配し、且つ突起により形成される環が同心円
上に多段に形成された回転子と同様の形状の固定子とが一定の間隔を保ち、相互に噛み合
うように同軸上に設置された分散機を用い、少なくとも着色剤、重合性単量体を含有する
単量体組成物を、回転子の外周部の周速が３０乃至６０ｍ／ｓの範囲内で回転する前記回
転子と前記固定子の間隔を遠心方向に通過させることによって着色剤の分散を行う工程で
あることを特徴とするトナーの製造方法。
【請求項２】
　上記トナーの製造工程が、着色剤分散工程、造粒工程及び重合工程を含むことを特徴と
する請求項１に記載のトナーの製造方法。
【請求項３】
　該着色剤分散工程において、該単量体組成物を導入－排出を繰り返して循環させて、分
散を行うことを特徴とする請求項１又は２記載のトナーの製造方法。
【請求項４】
　該単量体組成物の液温を１０℃乃至４０℃に調整することを特徴とする請求項１乃至３
のいずれかに記載のトナーの製造方法。
【請求項５】
　前記回転子、及び、前記固定子の最外殻の該スリット幅が０．０５～６ｍｍの範囲内で
あることを特徴とする請求項１乃至４のいずれかに記載のトナーの製造方法。
【請求項６】
　該分散機の背圧が、０．２乃至０．８ＭＰａの範囲内になるように該単量体組成物を処
理することを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載のトナーの製造方法。
【請求項７】
　該分散機へ単量体組成物が導入される経路内における、単量体組成物の流速が、０．０
１～３ｍ／ｓの範囲内であることを特徴とする請求項１乃至６のいずれかに記載のトナー
の製造方法。
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【請求項８】
　得られるトナーがカラートナーであって、
　分散前の単量体組成物中の着色剤の平均粒径をＡ、分散後の単量体組成物中の着色剤の
平均粒径をＢとしたとき、
　　０．２Ａ＜Ｂ＜０．９Ａ
の範囲内になるように分散を行うことを特徴とする請求項１乃至７のいずれかに記載のト
ナーの製造方法。
【請求項９】
　得られるトナーが黒トナーであって、
　分散後の単量体組成物の光沢度をＣとすると、
　　２５＜Ｃ＜１００
となるように分散を行うことを特徴とする請求項１乃至７のいずれかに記載のトナーの製
造方法。
【請求項１０】
　該分散機にて処理した後に、補助分散として、メディア式湿式分散機を用いることを特
徴とする請求項１乃至９のいずれかに記載のトナーの製造方法。
【請求項１１】
　該着色剤がカラートナー用であり、補助分散後の着色剤の平均粒径をＤとすると、
　　０．２Ｂ＜Ｄ＜０．９Ｂ
の範囲内になるように補助分散を行うことを特徴とする請求項１０に記載のトナーの製造
方法。
【請求項１２】
　該着色剤が白黒トナー用であり、補助分散後の単量体組成物の光沢度をＥとすると、
　　Ｃ＋１０＜Ｅ＜Ｃ＋６０
　　２５＜Ｅ＜１００
の範囲内になるように補助分散を行うことを特徴とする請求項１０に記載のトナーの製造
方法。
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